
これまでの委員の主な意見  

Ⅰ 看護働月の養成について   

【看護教員養成講習会に関して】  

01年間の看護教員養成講習会は有益である。受講したことで、教員としての姿勢や   

態度には変化がみられ、組織内でも活躍してくれる。  

○看護教員養成講習会では講義などの指導の仕方は教えているが、教員としての業   

務をすべて敢えているわけではない。もっと現場ですぐに活かせるような内容の教   

員養成講習会を行う必要がある。  

○毎年実施する県は限られていて、県外に出なければ受講できないといった実情もあ   

る。今の実施方法では、物理的な問題や家庭の事情から看護教員養成講習会を受   

けたくても受けられない人もいるのではないか。  

○看護教員養成講習会を実施する県にばらつきがある。養成所の数や未受講者の数   

などいろいろな要因があるだろうが、1県で必要な人数が集められないこともある。  

○看護教員養成講習会を受講したくても出来ない人が少しでも受講できるよう、放送   

大学、通信制、eうーニングの活用などの方法を導入して 

○特定の施設や研修制度だけでなく、大学での科目履修を認定できるようにすれば、   

近隣の大学で受講でき、長期間職場を空けずに済むのではないか。  

○養成所から研修には出せない、研修に出すとしても欠員のままという施設もあり、   

養成所には講習会に送り出すだけのマンパワーや財政の余裕がない。無理をして   

講習会に出しても、養成所に戻ってすぐやめてしまうことがある。  

○高等学校の看護教員の養成は、看護教員養成コースを有する10数校の課程認可   

大学で行われるが、コースを選択する学生が少数であるため、養成が少ない。  

○質の高い看護教員を養成するために、当面は何をしなければいけないのか、将   

来的な方策はどうあるべきかという段階的な議論が必要である。  

○現在開催されている看護教員養成講習会・実習指導者講習会・幹部看護教員養   

成課程を連動させたほうがよいのではないか。  

0900時間を8カ月で実施するというのは、つめこみの教育になり、受講者にと   

って負担が大きい。1年にしてもう少しゆとりを確保すべきである。  

○看護教員に求められるものは時代とともに変わってきている。平成21年のカ  

リキュラム改正を活かした新しい教育内容を設定していくべきである。  

○看護教員が自信を持てるよう、学位に繋がるようなコースを作るべきである。   



○専修学校の看護教員は臨床経験を要件としているが、大学の看護教員にも臨床   

経験は必要である。  

○教育時間、内容、実施体制、評価の視点を含め、看護教員養成講習会実施要領   

の見直しやガイドラインが必要である。  

○大学や大学院に看護教員養成課程を設置するのが望ましい。  

○都道府県の看護教員養成講習会担当者へ研修の開催に関する情報提供、カリキ   

ュラム構築における相談体制などが必要である。  

○各地方厚生局単位での統一したカリキュラムによる実施やブロック単位での   

実施を検討してほしい。  

○すで仁教貞とをっ丁い名未見評者の虜潜やばらつきのをい看譜教最善威諸ぎ   

会の願のためにば、二爵諸の義務倍増の財政支讃ミが泌要で磨る。  

○看譜教最善威諸節会疹7者仁対する斉杉の付与およ働といぅ放線みを   

膚著すカぱこ 着岸教貞の皆の膚尿と意欲席上仁つ祝があ  

○卓必働貞嘉威諸許会をノ野ン瞥できをい桝仁対LTぱ、屠が共聯   

の慮者をどの上評者を行ラベきである。  

○卓ぎ膚解す名ため仁ば、虜併の雛鰍こおえ臓lらカノ卿芽で7つ   

のプカック仁7つの．大学での願多すすめ名。  

○易者教貞掘会を企上野デる叡遺好摩超岩音への修綬好摩イ朝仁ノ野する  

脚尉を膚著す名ことが必要で應り、その．支窟を周が行夕べきである。  

○教貞義好のための教育搾容だけでをぐ、轟紺屋とLrどのよラを靡カを身に   

付〝名べまかをガイ〝ラインで屠が示すべきであ名。  

【看護師等養成所における看護教員の要件について】  

○屠脚の靡／ニ、慮床鰍ち少をいと草生仁卓居をるっ手数屠られヂ∴穿晋頻   

度ノ粥好り丘たをいといラことがあ名ので」彪頑■J草履摘要であ名。  

○肴蕗教貞の藤原力磯であ石動あ好夏点ると、富者膚解するため仁ば要件家   

康対するぽえが泥舟抒訊か説  

○謝育の．恋穿のため仁、看譜教貞の卓と屠を舟上さぎる必要があり、そのた   

め仁放縦の要件を綴紆チ名一方で、屠を屠尿す名ための．吉夢る併世丁   

度著す名ことカく好めらカ名。  

○看房新屋仁ば一定の頗床勘泌看であ名カ仁者彦教貞虜尿の肋lらば、虜   

行の要件仁お／ナるぎ牟の頗凍瘡鈴紺をβ辛に綴紆する一方、感涙窟厨の業務■  

」符容を卵示LT、皆の膚尿あ野点べきであ名。  
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○大学卒や大著辟疹7の看磨勝星が増加す届中、櫛孝養成屏の着岸教貞への   

磨眉の鹿避が考点らカ名カ仁者芳教卓の要件を虜たす者が少をいので、二宮伴で   

虚名ス■字での屠修搾容き必ニオすることカ誓言いl。  

Ⅱ 看護漱月の継続教育について   

【各教育機関での継続教育の現状と課題について】  

○医師は、大学に所属していても病院で外来をするなど患者とかかわりが持てる。看   

護師の場合、ユニフィケーションを実施しているところでも、病院と学校の仕事を1   

人がこなすとなると、人数の問題等で限界があり、医師と同様にはいかない。  

○病院と学校のユニフィケーションは身分の保証や給与の関係などの問題で実践で   

きない所が多い。  

○大学等では教師数育という意味でFD（ファカルテイ・ディベロップメント）の取り組み   

が義務づけられているが、さらに看護実践能力を活かせるようなFD等の取り組み   

が必要である。  

○教育や看護実践能力、研究、マネジメントといった内容について設置主体が組織的   

に教員の研修を体系化しているところがある。  

○大学が養成所も含めた看護教員を集めて公開講座等の講習を開催し、専任教員の   

継続教育を担っているところもある。  

○病院に付属の教育機関がある場合、教員が希望する病棟で一定期間の研修を行   

えるシステムを構築しているところや、採用後の教員研修を体系化し、研究調査日   

の取得や臨床研修制度等を導入しているところもある。  

○新人教員には即実践が求められており、その現状は過酷なので、指導教員や助言   

システムを用意しているところもある。  

○大学院修了等キャリアアップした看護教員たちは、大学へ流れてしまう。学習をつ   

んだ教員が養成所で能力を発揮しながら教育にあたるという環境が整っていない。  

○看護教員養成講習会を含め継続教育は絶対に必要であるので、継続教育を受ける   

ことへの経済的補助も考えてほしい。  

○看護教員養成講習会受講後に、受講生のモチベーションが維持されるような継   

続教育システムが必要である。  

○二寿成努でる、．大学イ1方翔のよぅ仁着岸教貞のFpの義務化力泌雷管ある。  

OJ野の挽LT、看譜教卓の皆の庚彦仁つい丁ぱ、着岸教卓暴威諸ぎ会とば厨を   

倉廊みが必要であぁ  
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【教員に求められる資質と評価について】  

○看護師の専門能力、臨床実践能力を看護教員になってからも維持することは困難   

であり、臨床を離れている看護教員に看護実践能力を求めるのは無理がある。  

○看護実践能力と教育実践能力のどちらも必要で、そのバランスが大事であり、両方   

を補い合うシステムを作ることが重要である。  

○看護教員には教育学、教育論が不足しており、その視点を育てる必要がある。  

○教育的まなざしを学生に伝える技と知性としてのコミュニケーション能力が看護教員   

には必要である。  

○学生は多様化しており、看護教員には指導力やカウンセリング能力等も求められて   

いるが、画一的ではなく、個々の能力を高めていけるような仕組みが必要である。  

○文字を読む、書く力といった基礎学力の差が他分野の教員に比べて大きい。  

○看護教員の役割は、臨床実践能力の担保ではなく、誰に学生を預けたら優れた臨   

床実践の指導をしてもらえるかを見極め、状況を説明できることが重要である。教   

員には時代の要請に合ったカリキュラムを作成できることが求められる。  

○全体的に教員の自己、生徒や保護者による他者評価システムが浸透しつつある。  

○質の高い看護教員は、どういう要件を備えているべきなのかということを議論   

しておく必要がある。  

○看護教員に求められている資質や教員像は、モデルを作ると非現実的なものに   

なりがちなので、資質の内容を整理・構成化してはどうか。  

○草生の穿ぎ筈仁おげ名拶々を腰静の中から、教育・学膠ユ野らLて素材を   

好り靡り、鰍疎づけ名教材此の度カが着岸教貞仁ば必要であ名。  

○多櫛比する学生を鼻音Lオ好仁できるよラを、人膚甜を易者教卓がLっかり   

るっ丁い点ことカ暫であ名。  

○新庄の看譜教貞ば、身棚の中で迷いや潜みを多ぐ超克Tいるため、メンタ   

ーやスーパーパイプ」の厨置筈の養成炭のフォローアップ鰍鰍が必要で磨る。  

○新庄の肴譜教卓力嘆輝γニ教育を潜めてカーら超克名メ隊み筈／こ対応〆るため、新庄   

j静のフォローアップ訝修筈のこ窯彪が求めら力点。  

○離の教育におげ右脚を謝す名倉潜みの唐桑が求めら力感。  

【自己研鋸について】  

○臨地実習指導と講義にほとんどの時間を費やし、自己研鎖の時間が十分にとれて   

いない現状がある一方で、研修に積極的に参加する人が多い養成所もある。  

○専門看護師の資格を有する教員の中には、定期的に病院の外来に出たり、臨床と   

の研究会を作ったりして、臨床とのつながりを持っている者もいる。  
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○臨床での自己研鎮を研修として位置づけるなど、自己研鍵の機会を組織的にシス   

テムとして確保していくことが必要である。  

【今後の継続教育のシステムについて】  

○看護教員の成長を新任、中堅、ベテランといった段階別モデルを作成して対応する   

とよい。  

○大学が行っている講習等の教員の継続教育を各都道府県で行えるよう体制化す   

る必要がある。  

○看護教員のキャリアアップやユニフィケーションのシステム化を考える必要がある。  

Ⅱ 臨床家の活用と島地実習の指導体制について   

【臨床家の教育者としての活用】  

○臨床の実習指導者は、看護師の業務と兼任でしか学生と関われていないので、専   

任として関われる人の配置を義務づける取組みや、学生が行う学内演習から関わ   

ることができるシステムが必要である。  

○看護教員が高度な看護実践能力を維持するためには、病院内での看護実践能力   

の活用をどのように考えるかが大きな課題である。  

○看護教育において臨床家と看護教員の協働の仕方について、その仕組みづくりが   

重要である。  

○高度実践能力を持つ看護職員（認定看護師や専門看護師等）を教員として活用す   

るシステムを作る必要がある。  

○臨地実習指導に関わる看護教員や臨床の実習指導者といったマンパワー不足から、   

学生に安全に実習を行ってもらう環境を整えるのに苦労している。  

【臨地の実習指導者について】  

○病院によっても実習指導者の配置数に差があるが、実習病院で職員を実習指導者   

講習会へ派遣する際は、病院の負担であり、経済的支援がないのが厳しい。  

○小さい病院が病院だけで実習指導者を養成して配置するということは不可能であり、   

学校で養成費用を負担しないと動かない現状がある。  

○臨床の実習指導者も含めて実践能力のある人が、実習にきた学生に関われる体制   

作りが必要である。  

C）   



主な検討課題と論点  

1．質の高い看護教員を養成するための看護教員養成のあり方及び要件につい  

て  

看護教員養成講習会の実施体制は、各都道府県によって異なるが、ブロッ  

ク単位などで調整する必要はあるか  

看護教員養成講習会の質の充実・確保をどのように図るか  

看護教員養成講習会の未受講者を減らすためにはどのような方策が必要  

であるか  

看護職員や教員の高学歴化が進む中で、現在の専任教員の要件をどのよう  

に考えるか  

質の高い看護教員に求められる資質とはどのようなものか  

2．看護教員の継続教育について  

現状を踏まえ、看護教員の新任時期から連続した継続教育の仕組みをどの  

ように考えるか  

看護教員の資質を高める継続教育にはどのような内容が必要か  

看護教員の継続教育の方法として、どのようなことが考えられるか  

看護教員の実践能力を高める方策にはどのようなものがあるか  

3．臨床家の活用と臨地実習の指導体制について  

臨地実習の質を確保するにはどのような指導体制の整備が望ましいか  

臨床家を効果的に活用するためにはどのようなシステムが考えられるか   



これまでの議論のまとめと今後の方向性（案）  

Ⅰ．はじめに   

平成20年7月にまとめられた「看護基礎教育のあり方に関する懇談会論  

点整理」において、看護墓石楚教育の充実に向けたどのような方策を進める上  

でも共通する課題のひとつとして、看護教員の賀・量の確保が指摘された。  

これを受けて、平成21年3月の「看護の質の向上と確保に関する検討会」  

中間とりまとめでは、看護教員の専門性を高めるための看護教員の継続教育  

や、看護教員が臨床現場で実践能力を保持・向上するための機会の確保、高  

度実践能力を持つ看護職員の活用など、養成機関の創意工夫が必要であるこ  

とが示されたところである。これを踏まえて、本検討会は、看護教員の資質  

の維持・向上に向けた現状と課題を把握し、看護教員の養成と継続教育の推  

進、看護実践能力の保持・向上に関する方策について検討することを目的と  

して設置され、これまで3回にわたって議論してきたところである。ここに、  

看護教員養成のあり方に関するこれまでの議論をまとめた。  

Ⅱ．看護教員に求められる資質・能力に関して  

1．閻栗題  

○看護基礎教育の充実のためには、看護教員の質の向上が不可欠であり、質の   

高い看護教育を実施することができる看護教員にはどのような資質・能力が   

求められるのか、まず整理し、目標を示すことが必要である。  

○看護教員には臨床実践能力と教育実践能力のどららも必要であり、そのバラ   

ンスが重要であり、その両方を補い合うシステムを作ることが重要という意   

見があった。  

○その一万で、看護教員が臨床実践能力を維持することは因難であり、臨床を   

離れている看護教員に一律に臨床実践能力を求めるのは無理がある。看護教   

員は、自らの臨床実践能力を維持することが優先されるのではなく、臨床実   

践の場で誰に学生を委ねたら優れた指導をしてもらえるかを見極め、その臨   

床実践の状況を教材として学生に説明できる能力が求められるという意見も   

あった。  

2．看護教員に求められる資質・能力  

（1）求められる資質   

・多様な学生の個性を尊重する人権意識   

・人間として、看護職として、教員としての魅力  
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（2）求められる能力   

①臨床実践能力   

②教育実践能力  

・時代の要請に合ったカリキュラムを作成する能力  

・学生の体験や臨床実践の状況を教材として学生に説明できる能力  

・多様な学生に対応できる指導力  

・カウンセリング能力  

・コミュニケーション能力  

・自らの専門領域の教育のみでなく、全ての領域とのかかわりを意識して  

教育展開するマネジメント能力  

○看護教員に求められる資質・能力の目標設定や評価、強化すべき能力等に   

ついては、今後の議論を踏まえて、さらに整理する。  

Ⅲ．看護師等養成所※における看護教員の要件に関して  

1．看護教員の要件lこ関する課題  

○看護基礎教育を充実するためには、看護教員の質と墨の双方を充実・強化さ   

せることが必要であり、看護教員の要件についても、賀と量の観点から議論   

することが必要である。  

○大学卒や大学院修了の看護職員が増加する中、これらの看護職員の看護師等   

養成所の看護教員への活用を推進することが考えられる。  

2．看護教員の要件の見直しについて  

○看護教員には一定の臨床経験が必要であるが、看護教員確保の観点からは、   

現行の要件における5年の臨床経験年数を3年に緩和し、その一方で、必要   

な臨床経験の業務内容を明示し、質の確保を図るべきという意見があった。  

○一方、現在の臨床現場の看護師の状況から考えると、臨床経験が3年では学   

生を教育することは難しいと思われることから、臨床経験年数は5年以上を   

維持すべきという意見もあった。  

○看護教員確保の観点から、大学や大学院等での教育内容のうら、看護教員の   

要件の対象とする履修内容を拡大し、大学卒や大学院修了の看護職員の看護   

教員への活用が推進されるようにすることが必要である。  

○どのような要件の教員であっても、教員としての基礎がつくられる新任期の   

研修が重要である。そのため、新任期の研修体制を構築し、看護教員の質の   

確保・向上のための方策を講じることが必要である。新任期の研修も継続教  
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育の一環として位置つけられるものであり、その実施体制等については、今  

後、継糸売教育に関する検討の中での議論となるが、新任期研修の質確保のた  

めには、看護教員の要件等を踏まえて標準的プログラム等を国が提示するこ  

とが望まれる。  

※ 厚生労働大臣の指定する看護師等養成所  

Ⅳ．看護教員の養成に関して  

1．看護教員養成講習会について  

（1）実施体制・方法  

①現状と課題  

○看護教員養成の約8割は、都道府県による看護教員養成講習会（以下、講習   

会という）が担っているが、受講希望者の減少等により、開催基準である定   

員30名以上を満たす受講者数を一県で確保するのが因難であるために開催   

しない県が多い。また講習内容や方法等についても、講習会修了の基準や評   

価などが実施要領に示されておらず、実施状況は多様となっている。このよ   

うに、看護教員の責成は、量的にも質的にも平準化していない状況である。  

○講習会開催県が限定的であることから、現在の実施方法では、受講を希望し   

ても物理的な問題や家庭の事情により受講できない人の状況は改善されない。  

○また、すでに看護教員となっている者を研修に出すと欠員状態となり、教育   

体制に支障が出るため、講習会に参加させることが困難な状況にある責成所   

もある。  

○さらに、新任の看護教員は、実際に教育していく中で迷いや悩みを多く抱え   

ているが、そのような新任者を支えるためのしくみは十分ではない。  

②当面の改善策  

○看護教員の責成を全国的に平準化するためには、講習会をブロック単位に調   

整した上で開催するなどの仕組みが構築されることが必要であり、その調整   

は国が行うべきである。その際には、他県からの受講者を受け入れやすくす   

るため、開催県に対して財政的な支援を行うべきである。また、保健師養成   

所及び助産師養成所の看護教員の養成についても考慮する必要がある。  

○看護教員の確保の観点から、看護教員を養成する課程を看護系大学の専攻科   

や大学院等に設置することが望ましく、これを推進するため、財政面も含め   

た支援が必要である。  

○その場合、北海道から九州までの各ブロック内で、少なくとも1大学以上が   

実施するように調整・推進することも、実現に向けた一つの万策として考え  
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られる。  

○一万、すでに教員となっている末受講者の受講を促進するためには、代替要   

員の確保など養成所に対する国の財政支援が求められる。  

○また、新任の看護教員を支えるためには、メンターやスーパーバイザーの設   
定など多様な方法が考えられるが、このような養成後のフォローアップ体制   

について、前述の新任期の研修体制構築と併せて検討することが求められる。   

（2）講習会の質の充実・確保  

①現状と課題  

○現行では8カ月で900時間の講習会を実施しており、つめこみ教育になっ   

ている。  

○講習会を受講することにより教員としての姿勢や態度に変化が見られ有益で   

ある一方、教員業務のすべてが含まれてはいないので、すぐに活用できるこ   

とを教育することも必要である。  

○看護教員に求められるものは時代とともに変わってきており、それに伴い講   

習会の教育内容にも変化が求められている。  

○看護教員には学生を育む教育学や教育論の視点が不足しているとの指摘もあ   

る一方、講習会の企画・運営はいわば「丸投げ」となっており、講習会を企   

画する都道府県担当者が、看護教員の養成に必要な教育内容について把握し、   

理解できるようなしくみになっていないことも指摘されている。   

②当面の改善策  

○講習会において十分な講習成果を上げるためには、教育内容を整理するとと   

もに、ゆとりのある期間を設定すべきである。また、看護基礎教育力リキュ   

ラムの改正に合わせて、講習会の教育内容を見直す必要がある。  

○講習会の質の確保・向上のため、看護教員養成における教育内容を見直すと   

ともに、受講者の評価やプログラムの評価なども含めた看護教員養成のため   

のガイドラインを早急に作成することが必要である。  

○また、ガイドラインには、教員養成のための教育内容を示すだけでなく、教   

育目標として看護教員がどのような能力を身につけるべきか、また講習修了   

の基準を示すべきである。  

○さらに、講習会を企画する都道府県担当者への情報提供や企画に関する相談   

体制を構築することが必要であり、こうした支援を国が行うべきである。  

2・今後の看護教員養成につい‾こ（中長期的な視点lこ立った改善策）  

○より多くの受講希望者が就労を継続しながらでも受講できるよう、通信制や   

eラーニングの導入について検討する必要がある。eラーニング等を活用す  
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ることにより、知識の習矧こ関しては、講習内容を統一することができ、こ   

れにより教員養成の賀を確保することができる。  

○また、教育時間を単位制とし、受講者の状況に応じて複数年にわたって断続   

的に履修できるようにしたり、放送大学等の活用も求められる。  

○受講者の利便性を高めるためには、近隣の看護系大学での科目履修を「教員   

養成課程」の一部として認定できるようにすることも考えられる。  

○新任の看護教員が実際に教育を始めてから抱える悩み等に対応するため、新   

任期のフォローアップ研修等の実施が求められる。  

○また、看護教員の賀を確保し、教員自身の意欲の向上を図るためには、教員   

養成講習会を修了したことを公的に認証し、更新制とし、さらに看護教員の   

教育における専門性を評価する仕組みを構築することについても検討する必   

要がある。  

○現在、看護学生を教育する者を育成する講習会には実習指導者講習会・看護   
教員養成講習会・看護教員再教育研修・幹部看護教員養成課程等があり、こ   

れらを連動させることにより、看護教員のキャリアパスとして示すことがで   

き、看護教員責成講習会修了者の自信に繋がると考えられる。そのため、こ   

れらの講習会を連動させ、さらには学位取矧こ繋がるようなコースとして再   

構築することが求められる。  

3．聯性ついて  

○都道府県が実施する看護教員養成講習会に対して、国はこれまで講習会の実   

施要領を示し、補助してきたが、全国的に見ると質・墨ともに格差が生じ、   
必ずしも効果的な制度運用が行われてきたとは言い難い。  

○看護基礎教育の充実に向け、看護教員の質・量の充実は極めて重要な課題で   

あり、賀の高い看護教員養成の体制整備を図ることは急務であり、国は、こ   

うした体制整備を支援すべきである。  

○一万、看護教育については、現在、厚生労働省の複数の検討会で議論されて   

いるところであるが、看護教員にかかる中長期的な視点に立った改善策につ   

いても、これらの検討会における議論を踏まえ、看護の質の向上と確保を因   

るため、連動性を持った効果的な政策を検討すべきである。  

①   



看護研修研究センターにおける看護教員の継続教育について  

○幹部看護教員養成課程（昭和52年度～現在）  

1）教育目的   

看護学教育について造詣を深め、看護学教育における指導的役割を果たす能力を啓発する   

2）教育目標：   

①看護学教育について専門的知識を学び、看護学教育にこれを適用する能力を啓発する。   

②教育機関における管理運営に関する概念を理解し、教育効果を高める能力を啓発する。   

③看護学教育上の問題の分析を行い、研究を企画し、それに必要な解決方法を見いだし実践す   

る能力を啓発する。   

④地域社会において、他の看護教員の育成指導を行える能力を啓発する。   

3）教育科目等：別紙1、別紙2   

4）入学資格   

看護師等養成所の教務主任、指導責任者の職に就くことを希望する者又は現在その職に就いて   

いる者であって、次の条件のいずれをも満たす者   

（D保健師、助産師又は看護師の業務経験5年以上   

②看護教員になるための研修等を修了   

③専任教員の経験3年以上   

5）研修期間   1年間（合計900時間）   

6）定員  ：40名（平成21年度の入学者25名）   

7）修了生   ：774名   

8）教育担当者：教官2名、講師 44名（平成20年度）   



別紙1  

幹部看護教員養成課程教育科目  

分野  学 科 目   授 業 科 目   単位  時 間   備  考   

看 護 学 論  領域・対象別看護学論  2   45   

看 護 学 校 経 営   
専  3   90  

看護学教育方法  看護学教育方法論演習   2   45  

門  2  4 5  

看護学教育課程  

分  看逓学 教育課程演習  ］4  

‾「 ‖  

】   

野  究   究 方 ‖ 喜2科目から1科目選択  

夢  

研  
i  

8  

小  計  2 7  810  

哲  1   15   

l■判  現 代 倫 理 の 諸 問 題  1   15   

適   生  涯  教  育  論  1   

分   現  代  社  会  論  1   「 」2科目から1科目迷択                                15                 15   

野   経  営  管  理 ．論  1   15  

健  康  政  策  論  1   15  

小  計  5   75  

特  別  講  j曳  
15  

合  計  32  900  



別紙2  

＋ 専門分野  

‥＝・・ 

・・－・・－＝一  

関連分野   
特別講義  

教育内容の構造  

教育内容全体に幅や深さを持たせるための内容＝関連分野   

「現代倫理の諸問題」   「現代社会論」（選択）   「生涯教育論」（選択）  
■■■■■■■■■●●■■■－■■■■■■■■■■●●－■■■一…●一＝■●●●■■■■■■■■●■■■●■■■■■■■■  

「哲学」 ：  

教
育
内
容
を
よ
り
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か
に
す
る
た
め
の
内
容
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特
 
別
 
講
 
義
 
 
 

「経営   
管理論」  

「健康   
政策論」  



資料4－2  

○看護教員再教育講習会  

テーマ 看護基礎教育における医療安全教育推進について（平成14年～）  

1）目的：社会及び看護・医療の動向をとらえ、時代に即応した看護教育を推  

進するために、医療事故予防に関する最新の知識を踏まえた教育課  

程の編成のあり方を学び、看護教員としての資質の向上を図る  

2）受講者要件：（D看護教員になるための研修等を修了  

②カリキュラムの編成・運営の任にある教務主任あるいは看  

護医療安全に関する授業を担当し推進する任にある教員  

3）研修期間  5日間  

4）定員  100名（平成21年度の受講者83名）  

5）修了生  677名（平成14年度～）  

教官9名、講師3名（平成21年度）  6）担当者  

※ 平成21年度（別紙1）参照   



別紙1  

平成21年度  

「看護基礎教育における医療安全教育推進のための看護教員研修」  

及び「看護教員再教育講習会」について   

1 目 標  

（1）医療安全に関する最新の知見を得て、看護教育の新たな取り組みについての認識を深める。  

（2）医療安全を実現する看護実践力の育成にむけたカリキュラム上の課 題を明確にする。  

（3）医療安全に関する実践カリキュラムの改善・編成についての考え方を明確にする。   

2 研修内容  

日 時   午 前 （9：30～12：30）   午 後 （13：30～16：30）   

基調講演  

演  習   1  「ヒューマンエラーから  

【医療安全に関するカリキュラム編成   見た医療事故」  

8月3日（月）  上の自校の課題】   講師：松尾 太加志 教授  

10：30～12：00   （北九州市立大学文学部   

人間関係学科）  

13：00～15：00  

演習の進め方  

【医療安全に関するカリキュラム編  

成の考え方】  

15：10′、16：30   

演習2  カリキュラム編成に関する実際  

講師：北川悦子先生  

【医療安全に関する実践カリキュラム  （神奈川県総合リハビリテーション  

8月4日（火）  の編成】   事業団厚木看護専門学校）  

9：30～12：00   講師：田中由美子先生  

（京都第一赤十字看護専門学校）  

13：00～15：00  

演習3  
15：10／、16：30   

8月5日（水）   演  習   4   臍  習  5   

8月6日（木）   訴  習   6   演  習  7   

演  習  8   演  習  9  

【演習成果の発表・共有並びにまとめ】  【演習成果の発表・共有並びにまとめ】  

8月7日（金）  （10：00～12：30）   （13：30～14：30）   
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